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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 358,513 4.8 26,196 28.2 28,580 35.5 15,372 30.0
24年3月期 341,942 △3.3 20,426 △37.6 21,094 △33.2 11,827 △29.6

（注）包括利益 25年3月期 30,644百万円 （171.3％） 24年3月期 11,297百万円 （△24.3％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 43.71 ― 6.7 6.6 7.3
24年3月期 33.46 ― 5.5 5.2 6.0

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  1,147百万円 24年3月期  1,358百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 461,512 262,899 52.2 685.11
24年3月期 398,196 234,711 54.7 618.94

（参考） 自己資本   25年3月期  240,964百万円 24年3月期  217,705百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 44,480 △35,312 5,737 53,238
24年3月期 34,000 △9,190 △25,044 33,435

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00 3,517 29.9 1.6
25年3月期 ― 5.00 ― 7.00 12.00 4,220 27.5 1.8

26年3月期(予想) ― 6.00 ― 6.00 12.00 21.1

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 196,000 10.5 16,000 17.4 16,500 20.2 9,500 32.1 27.01
通期 405,000 13.0 35,000 33.6 36,000 26.0 20,000 30.1 56.86



※  注記事項 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第14条の７（会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合）に該当する
ものであります。詳細は、添付資料Ｐ17「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 ２．会計処理基準に関する事項（会計上の見積りの変更と区分
することが困難な会計方針の変更）」をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 有

② ①以外の会計方針の変更  ： 無

③ 会計上の見積りの変更  ： 有

④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 364,942,682 株 24年3月期 364,942,682 株

② 期末自己株式数 25年3月期 13,226,066 株 24年3月期 13,202,440 株

③ 期中平均株式数 25年3月期 351,731,769 株 24年3月期 353,480,467 株

（参考）個別業績の概要 

平成25年3月期の個別業績（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 187,111 0.3 9,483 169.4 14,147 96.3 9,699 △31.6

24年3月期 186,581 △4.7 3,520 △68.9 7,207 △54.4 14,180 45.0

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 27.58 ―

24年3月期 40.12 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 313,430 188,189 60.0 535.06
24年3月期 288,974 178,575 61.8 507.69

（参考） 自己資本 25年3月期  188,189百万円 24年3月期  178,575百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表に対する監査
手続きは終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
連結業績予想は、現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想とは異なることがありうることをご
承知おきください。 
なお予想の前提条件その他の関連する事項については４～５ページを参照してください。 
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(1）経営成績に関する分析 

１．当期の経営成績 

① 当期の業績全般の概況 

 当連結会計年度のわが国経済は、第４四半期に入り、円高の緩和などにより輸出環境が改善

されるとともに、生産や景気にも緩やかな持ち直しの動きが見えてきました。しかし年間で

は、欧州をはじめとした海外景気の悪化、第３四半期までの円高や中国における日本製品の不

買運動などにより、景気回復の動きに力強さが見られず、厳しい状況のうちに推移いたしまし

た。  

 このような環境の中、当社グループは、主に自動車産業のグローバルでの増産に対応した拡

販や原燃料価格の上昇に伴う価格是正の実施、さらには継続的なコストダウンを行うなど、業

績の向上に懸命に取り組んでまいりました。  

  この結果、当連結会計年度の売上高は、販売数量の増加や販売価格の是正により、3,585億

13百万円（前年度比4.8％増）となりました。利益面では、販売数量の増加や販売価格の是

正、減価償却費の減少などにより、営業利益は261億96百万円（同28.2％増）、経常利益は285

億80百万円（同35.5％増）、当期純利益は153億72百万円（同30.0％増）となりました。   

  

＜当期における設備投資額等＞ 

（注）設備投資額には、新規連結に伴う増加額は含んでおりません。 

       また、減価償却費には、のれんの償却額は含んでおりません。  

１．経営成績・財政状態に関する分析

  （単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

25年３月期  358,513  26,196  28,580  15,372

24年３月期  341,942  20,426  21,094  11,827

増減  16,571  5,770  7,486  3,545

増減率（％）  4.8  28.2  35.5  30.0

  （単位：百万円）

  
設備投資額 減価償却費

研究開発費 
為替

有形 無形 合計 有形 無形 合計 (円／ドル)

25年３月期  26,010  1,207  27,217  22,823  1,203  24,026  12,875  82

24年３月期  18,125  614  18,740  27,306  1,009  28,316  12,730  79

増減  7,885  593  8,477  △4,483  194  △4,290  145  －

増減率（％）  43.5  96.6  45.2  △16.4  19.2  △15.2  1.1  －
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② 当期のセグメント別の状況 

［セルロース事業部門］ 

 酢酸セルロースは、主に液晶表示向けフィルム用途の需要が、薄型テレビの販売低迷の影響

を受け、売上高は減少いたしました。  

 たばこフィルター用トウは、主に海外向け販売が好調に推移し、売上高は増加いたしまし

た。  

 当部門の売上高は、744億92百万円（前年度比3.3％増）、営業利益は、原燃料高に伴う販売

価格の是正や減価償却費の減少などにより、136億20百万円（同75.4％増）となりました。   

［有機合成事業部門］ 

 主力製品の酢酸は、主要用途である高純度テレフタル酸（ＰＴＡ）向けの海外需要が堅調に

推移したことや、当社姫路製造所網干工場の２年に１度の定期修繕を当連結会計年度は実施し

ない年であったことなどで販売数量が増加しましたが、販売市況の悪化などもあり、売上高は

微増となりました。  

 酢酸誘導体及び各種溶剤類などの汎用品については、酢酸エチルの販売が堅調に推移しまし

たが、欧州や中国での需要減少などの影響もあり、売上高は減少いたしました。  

 カプロラクトン誘導体やエポキシ化合物などの機能品は、電子材料向け需要の停滞や海外需

要不振の影響で、売上高は減少いたしました。  

 光学異性体分離カラムなどのキラルケミカル（光学活性体）事業は、中国や欧州向けのカラ

ム販売は好調だったものの、受託分離の受注減などにより、売上高は減少いたしました。  

 当部門の売上高は、714億75百万円（前年度比6.6％減）、営業利益は、減価償却費が減少し

たものの、販売価格の下落などもあり、52億75百万円（同1.4％減）となりました。   

［合成樹脂事業部門］ 

 ポリアセタール樹脂、ＰＢＴ樹脂、液晶ポリマーなどのエンジニアリングプラスチックは、

12月決算会社である連結子会社ポリプラスチックス株式会社及びその子会社群が事業を行って

おります。当連結会計年度においては、中国における日本車の不買運動や円高の影響を受けま

したが、自動車生産回復による販売数量の増加や原燃料高に対応した販売価格の是正が進み、

売上高は増加いたしました。  

 ＡＢＳ樹脂、エンプラアロイ樹脂を中心とした樹脂コンパウンド事業は、自動車部品向けな

どが堅調に推移しましたが、電機・電子材料向けの需要が低迷したことにより、売上高は微減

となりました。  

 シート、成形容器、フィルムなどの樹脂加工事業は、平成24年４月より高発泡プラスチック

製品事業において吸収合併により事業規模が拡大しましたが、電子材料分野での需要低迷など

の影響もあり、売上高は横這いとなりました。  

 当部門の売上高は、1,402億33百万円（前年度比5.0％増）、営業利益は、原燃料高に伴う販

売価格の是正などにより、111億77百万円（同13.2％増）となりました。    
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［火工品事業部門］ 

 自動車エアバッグ用インフレータ（ガス発生器）及びシートベルト・プリテンショナー用ガ

ス発生器（ＰＧＧ）は、中国における日本車の不買運動の影響を受けましたが、前年度に震災

で落ち込んでいた自動車生産台数が回復したこと、及び平成24年４月に買収したイニシエータ

（インフレータ用着火部品）の製造販売会社である米国Special Devices, Inc.を新規連結し

たことにより、売上高は大幅に増加いたしました。  

 発射薬、ミサイル構成部品、航空機搭乗員緊急脱出装置関連製品などの特機事業は、一部製

品の防衛省による調達数量増加により、売上高は増加いたしました。  

 当部門の売上高は、659億61百万円（前年度比24.0％増）、営業利益は、中国における日本

車不買運動の影響や米国における急激な需要拡大に対応する経費の増加などにより、40億75百

万円（同18.5％減）となりました。    

［その他部門］ 

 水処理用分離膜モジュールなどのメンブレン事業は、医療分野向けが好調に推移し、売上高

は増加いたしました。  

 その他、運輸倉庫業などの売上高は減少いたしました。  

 当部門の売上高は、63億49百万円（前年度比3.3％減）、営業利益は、７億96百万円（同

21.9％減）となりました。  

  

２．次期の見通し 

 今後のわが国経済は、円高の緩和や株価上昇により、企業や家計のマインドが改善し、堅調に

回復への動きを強めていくことが期待されます。しかし一方で、原燃料価格の高騰や中国経済の

減速、欧州金融危機など、景気が下振れするリスクもあり、国内外において不確実性を内包した

状況が続くものと予想されます。  

  このような情勢下における当社グループの平成26年３月期の業績見通しにつきましては、自動

車の生産拡大に伴うエンジニアリングプラスチックや自動車エアバッグ用インフレータなどの販

売数量の増加、平成25年７月商業運転開始予定で製造能力を増強するたばこフィルター用トウの

販売数量の増加、継続的なコストダウンへの取り組みなどにより、売上高4,050億円、営業利益

350億円、経常利益360億円、当期純利益200億円を予想しております。  

 なお、連結業績予想は、現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、実際の業績は

様々な要因により、これらの業績予想とは異なることがあります。  

  

㈱ダイセル(4202)平成25年３月期決算短信

－4－



＜平成26年３月期の業績見通し＞ 

  

＜セグメント別売上高の見通し＞ 

  

＜セグメント別営業利益の見通し＞ 

  

＜設備投資額等の見通し＞ 

（注）設備投資額には、新規連結に伴う増加額は含んでおりません。 

      また、減価償却費には、のれんの償却額は含んでおりません。 

  （単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

26年３月期  405,000  35,000  36,000  20,000

25年３月期  358,513  26,196  28,580  15,372

増減  46,487  8,804  7,420  4,628

増減率（％）  13.0  33.6  26.0  30.1

  （単位：百万円）

  セルロース事業 有機合成事業 合成樹脂事業 火工品事業 その他

26年３月期  88,000  79,000  153,000  78,000  7,000

25年３月期  74,492  71,475  140,233  65,961  6,349

増減  13,508  7,525  12,767  12,039  651

増減率（％）  18.1  10.5  9.1  18.3  10.3

  （単位：百万円）

  セルロース事業 有機合成事業 合成樹脂事業 火工品事業 その他 全社

26年３月期  15,800  7,000  12,600  7,800  600  △8,800

25年３月期  13,620  5,275  11,177  4,075  796  △8,749

増減  2,180  1,725  1,423  3,725  △196  △51

増減率（％）  16.0  32.7  12.7  91.4  △24.6  △0.6

  （単位：百万円）

  
設備投資額 減価償却費

研究開発費 
為替

有形 無形 合計 有形 無形 合計 (円／ドル)

26年３月期  28,000  1,000  29,000  22,700  1,300  24,000  14,000  95

25年３月期  26,010  1,207  27,217  22,823  1,203  24,026  12,875  82

増減  1,990  △207  1,783  △123  97  △26  1,125  －

増減率（％）  7.7  △17.1  6.6  △0.5  8.1  △0.1  8.7  －
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３．中期経営計画等の進捗状況及び目標とする経営指標の達成状況 

 当社グループは、長期ビジョン『Grand Vision 2020』実現に向かう１ｓｔステップとして、

2013年度（平成26年３月期）を最終年度とする３年間の中期計画「3D-Ⅰ」を策定しておりま

す。  

 本中期計画の２年目である当期は、欧州をはじめとした海外景気の悪化、第３四半期までの円

高や中国における日本製品の不買運動などの影響を受け、業績面では中期計画に対し、非常に厳

しい結果となりました。しかしながら、米国のイニシエータ（インフレータの着火部品）製造販

売会社およびドイツの液晶ポリマー向けモノマーメーカーの買収、たばこフィルター用アセテー

ト・トウ製造事業の合弁会社の設立に向けた取り組みなど、本中期計画の諸施策を着実に実行し

てまいりました。 

(2）財政状態に関する分析 

１．資産、負債及び純資産の状況 

 総資産は、主に現金及び預金、たな卸資産、有形固定資産及び無形固定資産の増加などによ

り、前連結会計年度末に比し633億16百万円増加し、4,615億12百万円となりました。  

 負債は、社債の償還による減少がありましたが、長期借入金の増加により前連結会計年度末に

比し351億28百万円増加し、1,986億13百万円となりました。  

 また純資産は、2,628億99百万円となりました。純資産から少数株主持分を引いた自己資本

は、2,409億64百万円となり自己資本比率は52.2%となりました。 

２．当期のキャッシュ・フローの状況 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度における営業活動による資金の増加は444億80百万円（前連結会計年度は、

340億円の増加）となりました。資金増加の主な内容は、税金等調整前当期純利益252億82百万

円、減価償却費246億４百万円及び売上債権の減少46億25百万円であり、資金減少の主な内容

は、たな卸資産の増加78億58百万円及び法人税等の支払額31億26百万円であります。 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度における投資活動による資金の減少は353億12百万円（前連結会計年度は、

91億90百万円の減少）となりました。資金減少の主な内容は、有形固定資産の取得による支出

248億73百万円及び子会社株式の取得による支出94億37百万円であります。 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当連結会計年度における財務活動による資金の増加は57億37百万円（前連結会計年度は、

250億44百万円の減少）となりました。資金増加の主な内容は、長期借入による収入307億36百

万円であり、資金減少の主な内容は、長期借入金の返済による支出138億98百万円、社債の償

還による支出100億円及び配当金の支払額35億17百万円であります。  

 

 以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は532億38百万円となり

ました。 
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  なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりです。 

（注） 自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

１．各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。 

３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ています。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負

債を対象としています。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用

しています。 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社は、各事業年度の連結業績を考慮した安定的かつ継続的な株主還元と、より強固な収益基盤

を確立して中長期的な株主価値向上に資するための内部留保の充実を、総合的、長期的に勘案し

た、バランスのとれた利益配分を基本方針としております。また、自己株式の取得につきまして

も、配当を補完する株主還元策として機動的に実施してまいります。  

 また、毎事業年度における配当の回数につきましては、第２四半期末日及び期末日を基準とした

年２回の配当を実施する方針であります。  

  内部留保資金につきましては、新規事業展開及び既存事業強化のための研究開発、設備の新・増

設、効率化対策など、業容の拡大と高収益体質の強化のための投資に充当し、将来の事業発展を通

じて、株主の皆様の利益向上に努めたいと存じます。  

  なお、平成23年度から平成25年度までの３年間の中期計画「3D-Ⅰ」では、配当額と自己株式取

得額を合算した金額の連結当期純利益に対する比率である株主還元性向を、その最終年度までに

30％とすることを目標としております。  

 当期の連結業績は、主に自動車産業の生産回復に伴う販売数量の増加や原燃料価格の上昇に対応

した販売価格の是正などにより、増収増益となりました。  

 この結果を踏まえ、当期の期末配当につきましては、上記の方針に基づき普通配当を１株につき

２円増配し、１株につき７円とさせていただくことを、平成25年６月21日開催予定の当社第147回

定時株主総会に付議する予定であります。これにより、年間の配当金額は、平成24年12月に実施し

た１株当たり５円の中間配当と合わせ、１株当たり12円となります。これにより、当期の株主還元

性向は27.5％となります。  

 また、次期の配当につきましては、現時点では、１株当たり年間12円（うち中間配当６円）を予

定しております。  

  

  22年３月期 23年３月期 24年３月期 25年３月期

自己資本比率（％）  48.1  51.6  54.7  52.2

時価ベースの自己資本比率（％）  53.4  44.4  47.1  56.9

キャッシュ・フロー対有利子負債比率（年）  1.6  1.8  2.4  2.2

インタレスト・カバレッジ・レシオ（倍）  28.7  29.4  21.9  37.5
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(1）会社の経営の基本方針、(2）中長期的な会社の経営戦略及び目標とする経営指標 

 平成23年３月期決算短信（平成23年５月11日開示）により開示を行った内容から重要な変更がな

いため開示を省略します。 

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

  http://www.daicel.com/ir/irlibrary.html 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

  http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html 

(3）会社の対処すべき課題 

 当社グループは、メーカーとしての基本である安全操業および製品安全・品質確保を変わらぬ最

重要課題としております。さらに中期計画「3D-Ⅰ」の実現に向け、アジア・北米を中心に伸長す

る需要に応じた拡販、現地顧客サービスの向上などグローバルでの事業展開・強化に取り組むとと

もに、競争力の源泉となるコストダウン、生産革新・業務革新によるさらなる生産性の向上、事業

基盤の強化、顧客に対する安定供給、品質への信頼確保に注力しています。また、新規事業の創

出、ビジネスパートナーとの連携強化、戦略的Ｍ＆Ａの活用など、新たな成長戦略を実行していま

す。  

 「3D-Ⅰ」の最終年度である平成25年度は、引き続きこれらの課題に取り組んでいくとともに、次

のステップである新中期計画「3D-Ⅱ」を策定いたします。 

  さらには、企業倫理の徹底、内部統制の強化、適切な情報開示、環境安全経営の推進などに積極

的に取り組むことにより、企業の社会的責任を果たしてまいりたく存じます。  

２．経営方針
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 31,649 47,005

受取手形及び売掛金 76,675 76,970

有価証券 3,925 7,741

たな卸資産 71,134 82,977

繰延税金資産 2,916 4,435

その他 10,928 13,261

貸倒引当金 △60 △190

流動資産合計 197,170 232,200

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 134,775 139,715

減価償却累計額 △91,035 △93,841

建物及び構築物（純額） 43,739 45,874

機械装置及び運搬具 482,235 499,914

減価償却累計額 △427,270 △446,250

機械装置及び運搬具（純額） 54,964 53,663

工具、器具及び備品 22,289 23,337

減価償却累計額 △20,138 △20,804

工具、器具及び備品（純額） 2,151 2,532

土地 26,503 26,707

建設仮勘定 11,845 20,545

有形固定資産合計 139,204 149,323

無形固定資産   

のれん － 5,410

その他 2,393 8,195

無形固定資産合計 2,393 13,605

投資その他の資産   

投資有価証券 44,209 49,059

繰延税金資産 1,628 1,598

その他 13,745 15,926

貸倒引当金 △154 △201

投資その他の資産合計 59,428 66,382

固定資産合計 201,026 229,312

資産合計 398,196 461,512
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 46,212 49,896

1年内償還予定の社債 10,000 －

短期借入金 12,020 19,118

1年内返済予定の長期借入金 13,482 13,211

リース債務 15 －

未払法人税等 1,515 5,842

修繕引当金 161 3,006

その他 18,420 22,150

流動負債合計 101,828 113,226

固定負債   

社債 20,000 20,000

長期借入金 27,730 46,768

繰延税金負債 485 4,360

退職給付引当金 10,498 11,834

役員退職慰労引当金 58 74

修繕引当金 1,129 70

資産除去債務 1,030 1,049

その他 723 1,229

固定負債合計 61,656 85,386

負債合計 163,485 198,613

純資産の部   

株主資本   

資本金 36,275 36,275

資本剰余金 31,579 31,579

利益剰余金 152,858 164,927

自己株式 △6,011 △6,025

株主資本合計 214,701 226,757

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 11,507 15,001

繰延ヘッジ損益 △115 △185

為替換算調整勘定 △8,387 △609

その他の包括利益累計額合計 3,004 14,207

少数株主持分 17,005 21,935

純資産合計 234,711 262,899

負債純資産合計 398,196 461,512
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

売上高 341,942 358,513

売上原価 271,200 277,644

売上総利益 70,742 80,869

販売費及び一般管理費 50,316 54,672

営業利益 20,426 26,196

営業外収益   

受取利息 307 337

受取配当金 1,263 971

持分法による投資利益 1,358 1,147

為替差益 － 687

雑収入 1,028 1,392

営業外収益合計 3,958 4,536

営業外費用   

支払利息 1,478 1,232

為替差損 321 －

雑支出 1,490 920

営業外費用合計 3,289 2,153

経常利益 21,094 28,580

特別利益   

固定資産処分益 27 326

関係会社株式売却益 239 －

関係会社清算益 821 －

補助金収入 1,000 －

特別利益合計 2,089 326

特別損失   

固定資産除却損 1,496 1,389

減損損失 374 304

固定資産圧縮損 911 －

投資有価証券評価損 3 59

災害による損失 434 －

厚生年金基金脱退損失 － 566

クレーム補償費用 － 1,303

特別損失合計 3,221 3,623

税金等調整前当期純利益 19,962 25,282

法人税、住民税及び事業税 4,607 8,867

法人税等調整額 1,332 △1,376

法人税等合計 5,939 7,490

少数株主損益調整前当期純利益 14,022 17,791

少数株主利益 2,195 2,419

当期純利益 11,827 15,372
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（連結包括利益計算書） 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 14,022 17,791

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,058 3,500

繰延ヘッジ損益 38 △182

為替換算調整勘定 △1,705 8,974

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 561

その他の包括利益合計 △2,724 12,852

包括利益 11,297 30,644

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 9,832 26,148

少数株主に係る包括利益 1,465 4,495
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 36,275 36,275

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 36,275 36,275

資本剰余金   

当期首残高 31,579 31,579

当期変動額   

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 0 0

当期末残高 31,579 31,579

利益剰余金   

当期首残高 143,813 152,858

当期変動額   

剰余金の配当 △3,893 △3,517

当期純利益 11,827 15,372

連結子会社の決算期変更に伴う増減 1,092 101

連結範囲の変動 18 112

当期変動額合計 9,044 12,069

当期末残高 152,858 164,927

自己株式   

当期首残高 △4,195 △6,011

当期変動額   

自己株式の取得 △1,817 △13

自己株式の処分 0 0

当期変動額合計 △1,816 △13

当期末残高 △6,011 △6,025

株主資本合計   

当期首残高 207,472 214,701

当期変動額   

剰余金の配当 △3,893 △3,517

当期純利益 11,827 15,372

自己株式の取得 △1,817 △13

自己株式の処分 0 0

連結子会社の決算期変更に伴う増減 1,092 101

連結範囲の変動 18 112

当期変動額合計 7,228 12,055

当期末残高 214,701 226,757

㈱ダイセル(4202)平成25年３月期決算短信

－13－



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 12,516 11,507

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,008 3,494

当期変動額合計 △1,008 3,494

当期末残高 11,507 15,001

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △153 △115

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 38 △69

当期変動額合計 38 △69

当期末残高 △115 △185

為替換算調整勘定   

当期首残高 △7,783 △8,387

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △604 7,778

当期変動額合計 △604 7,778

当期末残高 △8,387 △609

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 4,579 3,004

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △1,575 11,202

当期変動額合計 △1,575 11,202

当期末残高 3,004 14,207

少数株主持分   

当期首残高 23,284 17,005

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △6,278 4,929

当期変動額合計 △6,278 4,929

当期末残高 17,005 21,935

純資産合計   

当期首残高 235,336 234,711

当期変動額   

剰余金の配当 △3,893 △3,517

当期純利益 11,827 15,372

自己株式の取得 △1,817 △13

自己株式の処分 0 0

連結子会社の決算期変更に伴う増減 1,092 101

連結範囲の変動 18 112

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △7,853 16,131

当期変動額合計 △624 28,187

当期末残高 234,711 262,899
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 19,962 25,282

減価償却費 28,848 24,604

減損損失 374 304

のれん償却額 － 818

受取利息及び受取配当金 △1,571 △1,309

支払利息 1,478 1,232

持分法による投資損益（△は益） △1,358 △1,147

固定資産処分損益（△は益） △27 △326

固定資産除却損 1,496 1,389

固定資産圧縮損 911 －

関係会社清算益 △821 －

補助金収入 △1,000 －

売上債権の増減額（△は増加） △6,409 4,625

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,130 △7,858

仕入債務の増減額（△は減少） 1,329 664

その他 △626 △1,414

小計 41,455 46,864

利息及び配当金の受取額 2,347 1,929

利息の支払額 △1,553 △1,186

法人税等の支払額 △8,248 △3,126

営業活動によるキャッシュ・フロー 34,000 44,480

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） 2,519 261

有価証券の純増減額（△は増加） 5,479 1,000

有形固定資産の取得による支出 △16,767 △24,873

有形固定資産の売却による収入 9 486

無形固定資産の取得による支出 △626 △1,193

投資有価証券の取得による支出 △1,750 △319

投資有価証券の売却及び償還による収入 526 327

子会社株式の取得による支出 － △9,437

貸付けによる支出 △31 △8

貸付金の回収による収入 507 39

関係会社の整理による収入 1,237 39

補助金収入 1,000 －

その他 △1,294 △1,633

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,190 △35,312

㈱ダイセル(4202)平成25年３月期決算短信

－15－



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成24年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,398 3,331

長期借入れによる収入 － 30,736

長期借入金の返済による支出 △12,970 △13,898

社債の償還による支出 － △10,000

株式の発行による収入 － 82

自己株式の取得による支出 △1,817 △13

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △3,893 △3,517

少数株主への配当金の支払額 △7,792 △983

その他 28 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △25,044 5,737

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27 4,221

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △261 19,126

現金及び現金同等物の期首残高 33,724 33,435

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 156 7

連結子会社の決算期変更に伴う期首現金及び現金同
等物の増減額（△は減少）

△183 349

連結子会社の合併による現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 318

現金及び現金同等物の期末残高 33,435 53,238
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 該当事項はありません。 

  

１. 連結子会社の事業年度等に関する事項 

連結子会社の決算日が連結決算日と異なる会社は次のとおりであります。 

決算日が12月31日の会社（25社） 

以下の会社については、連結子会社の決算日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取

引については連結上必要な調整を行っております。 

ポリプラスチックス㈱  他18社 

なお、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった以下の会社については、同日現在の財務諸表

を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、当連結会

計年度より決算日を３月31日に変更しております。 

Chiral Technologies, Inc.、Chiral Technologies Europe S.A.S.、Daicel (Europa) GmbH 

Daicel (Asia) Pte. Ltd.、Daicel Polymer (Hong Kong) Ltd. 

以下の会社については、連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用しております。 

Daicel (China) Investment Co., Ltd. 他５社 

なお、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であった以下の会社については、同日現在の財務諸表

を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引について必要な調整を行っておりましたが、当連結会

計年度より連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務諸表を使用する方法に変更しております。 

Daicel (China) Investment Co., Ltd.、Daicel Trading (Shanghai) Ltd. 

Daicel Chiral Technologies (China) Co., Ltd.、Shanghai Daicel Polymers, Ltd. 

Daicel Nanning Food Ingredients Co., Ltd. 

  

２. 会計処理基準に関する事項 

 (1) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

 有形固定資産 

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度より、平成24年４月１日以降に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

これにより、従来の方法と比べて、当連結会計年度の営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益はそ

れぞれ282百万円増加しております。 

  

  クレーム補償費用 

  米国連結子会社における製品の品質不具合に係る補償損失であります。 

(5)注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

（連結損益計算書関係）
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１．報告セグメントの概要 

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

  当社は、製品群及び事業展開の方法、並びに技術基盤等共有する経営資源に基づくカンパニー制を採用してお

り、各カンパニーが国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

  したがって、当社は、カンパニーを基礎とした製品群別セグメントから構成されており、「セルロース事

業」、「有機合成事業」、「合成樹脂事業」及び「火工品事業」の４つを報告セグメントとしております。 

  「セルロース事業」は、セルロースを原料とする酢酸セルロース及びたばこフィルター用トウ等を製造・販売

しております。「有機合成事業」は、各種の有機化学品及び光学異性体分離カラム等の関連製品を製造・販売し

ております。「合成樹脂事業」は、エンジニアリングプラスチックを始めとする各種樹脂素材及び樹脂加工品等

を製造・販売しております。「火工品事業」は、火薬工学技術をベースとした自動車用安全部品及び防衛関連製

品を製造・販売しております。  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

  報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一であります。 

  報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

  セグメント間の内部収益及び振替高は、主に市場価格や製造原価に基づいております。 

３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

  前連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メンブレン事業及び運輸

倉庫業等を含んでおります。 

２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

(1)セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社における基礎研究及び管理部門等に係る費用であり

ます。 

(2)セグメント資産の調整額は、セグメント間の債権の相殺消去等 百万円、各報告セグメントに

配分していない全社資産 百万円であります。全社資産は、余資運用資金（現金及び預金、有
価証券）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門、基礎研究部門等にかかる資産等でありま

す。 

(3)減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門、基礎研究部門等にか

かるものであります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

連結
財務諸表 
計上額 
（注）３ 

セルロー
ス事業 

有機合
成事業 

合成樹脂
事業 

火工品事
業 

計

売上高                   

外部顧客への売

上高 
 72,114  76,508  133,551  53,197  335,372  6,569  341,942  －  341,942

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 2,629  15,054  12  －  17,695  9,479  27,174  △27,174  －

計  74,744  91,562  133,563  53,197    353,068  16,049  369,117  △27,174  341,942

セグメント利益  7,763  5,352  9,870  5,003  27,989  1,019  29,008  △8,582  20,426

セグメント資産   80,657  66,499  120,238  58,735  326,131  7,064  333,195  65,001  398,196

その他の項目                   

減価償却費   9,962  6,950  6,549  3,998  27,461  263  27,724  591  28,316

持分法適用会社

への投資額  
 3,698  138  2,389  －  6,225  －  6,225  －  6,225

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額  

 3,052  4,553  6,498  3,666  17,770  193  17,963  776  18,740

△2,593

67,594
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  当連結会計年度（自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

 （注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メンブレン事業及び運輸

倉庫業等を含んでおります。 

２．調整額の内容は以下のとおりであります。 

(1)セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない提出会社における基礎研究及び管理部門等に係る費用であり

ます。 

(2)セグメント資産の調整額は、セグメント間の債権の相殺消去等 百万円、各報告セグメントに

配分していない全社資産 百万円であります。全社資産は、余資運用資金（現金及び預金、有
価証券）、長期投資資金（投資有価証券）及び管理部門、基礎研究部門等にかかる資産等でありま

す。 

(3)減価償却費、有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、管理部門、基礎研究部門等にか

かるものであります。 

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。  

(2) 有形固定資産 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

連結
財務諸表 
計上額 
（注）３ 

セルロー
ス事業 

有機合
成事業 

合成樹脂
事業 

火工品事
業 

計

売上高                   

外部顧客への売

上高 
 74,492  71,475  140,233  65,961  352,164  6,349  358,513  －  358,513

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 2,529  15,103  6  －  17,640  9,784  27,424  △27,424  －

計  77,022  86,579  140,240  65,961    369,804  16,134  385,938  △27,424  358,513

セグメント利益  13,620  5,275  11,177  4,075  34,149  796  34,945  △8,749  26,196

セグメント資産   85,792  67,276  148,113  80,400  381,584  7,872  389,456  72,055  461,512

その他の項目                   

減価償却費   7,578  5,387  5,714  4,551  23,231  243  23,475  551  24,026

 のれん償却額  －  －  76  741  818  －  818  －  818

持分法適用会社

への投資額  
 4,733  138  2,440  －  7,313  －  7,313  －  7,313

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額  

 5,935  3,843  13,044  15,737  38,561  255  38,816  874  39,690

△4,066

76,122

ｂ．関連情報

  （単位：百万円）

  
セルロース 

事業 
有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品
事業 

その他 合計

外部顧客への売上高  72,114  76,508  133,551  53,197  6,569  341,942

  （単位：百万円）

日本 
アジア

その他 合計  
中国 その他

 206,516  40,150  51,842  43,433  341,942

  （単位：百万円）

日本 アジア その他 合計

 110,122  22,487  6,593  139,204
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当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

２．地域ごとの情報 

(1) 売上高 

（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。  

(2) 有形固定資産 

   

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

  

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

（注）「全社・消去」の金額は全社資産である福利厚生施設に係る金額であります。  

  

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

  

前連結会計年度（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日） 

 該当事項はありません。 

  （単位：百万円）

  
セルロース 

事業 
有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品
事業 

その他 合計

外部顧客への売上高  74,492  71,475  140,233  65,961  6,349  358,513

  （単位：百万円）

日本 
アジア

その他 合計  
中国 その他

 206,711  42,695  58,230  50,876  358,513

  （単位：百万円）

日本 アジア その他 合計

 105,150  34,487  9,685  149,323

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報

  （単位：百万円）

  
セルロース 

事業 
有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品
事業 

その他 全社・消去 合計

減損損失  －  374  －  －  －  －  374

  （単位：百万円）

  
セルロース 

事業 
有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品
事業 

その他
全社・消去 
（注）  

合計

減損損失  －  53  －  －  －  250  304

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

  （単位：百万円） 

  
セルロース 

事業 
有機合成
事業 

合成樹脂
事業 

火工品
事業 

その他 全社・消去 合計

当期償却額  －  －  76  741  －  －  818

当期末残高  －  －  1,633  3,776  －  －  5,410

ｅ．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報
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 （注）１ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。 

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

  連結子会社の吸収合併  

  当社は、平成25年４月25日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるダイセルファイナンス株式会社を吸

収合併することを決議し、合併契約を締結いたしました。 

１．合併の目的 

 グループ内統合により、経営資源の集約と組織及び国内グループファイナンス業務の運営効率化を図ることを目

的としております。 

  

２．合併の要旨 

(1)合併の日程  

なお、本合併は、当社においては会社法第796条第３項に規定する簡易合併であり、ダイセルファイナンス株式

会社においては会社法第784条第１項に規定する略式合併であるため、それぞれの合併契約承認株主総会を開催

いたしません。 

(2)合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、ダイセルファイナンス株式会社は解散いたします。 

(3)合併に係る割当ての内容 

当社は、ダイセルファイナンス株式会社の発行済株式の全てを所有しているため、本合併による新株式の発行

及び金銭等の割当てはありません。 

  

３．被合併法人の概要（平成25年３月期） 

  

４．合併後の状況 

本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職、氏名、事業内容、資本金及び決算期に変更はありません。 

  

５．会計処理の概要 

本合併は、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）及び「企業結合会計基準及

び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）に基づき、共通支

配下の取引として処理いたします。 

なお、これによる連結財務諸表に与える影響はありません。 

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

１株当たり純資産額 円 銭618 94

１株当たり当期純利益 円 銭33 46

１株当たり純資産額 円 銭685 11

１株当たり当期純利益 円71銭43

項目 
前連結会計年度

（自 平成23年４月１日 
至 平成24年３月31日） 

当連結会計年度
（自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日） 

当期純利益（百万円）  11,827  15,372

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（百万円）  11,827  15,372

普通株式の期中平均株式数（千株）  353,480  351,731

（重要な後発事象）

合併取締役会決議日 平成25年４月25日 

合併契約締結日 平成25年４月25日 

効力発生日 平成25年10月１日（予定） 

名  称 ダイセルファイナンス株式会社 

財政状態及び経営成績 資本金   2,000百万円     総資産   50,658百万円 純資産   1,404百万円 

  営業収益   510百万円   経常利益    339百万円   

事業内容 株式会社ダイセルならびに同社関係会社に対する融資等の金融業務他 
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役員の異動 

Ⅰ 取締役の異動（平成25年６月21日付） 

 平成25年６月21日開催予定の当社定時株主総会において決定の予定であります。 

  

１．代表取締役の異動 

 な し 

  

２．その他の取締役の異動 

① 新 任 

※ 近藤忠夫氏は社外取締役候補者であります。 

  

② 退 任 

  

Ⅱ 執行役員の異動 

① 新 任（平成25年６月21日付） 

  

② 昇 任（平成25年６月21日付） 

  

  

４．その他

（新  職） （氏  名） （現  職） 

取締役（社外） 近 藤 忠 夫 株式会社日本触媒 相談役 

（現  職） （氏  名）   

取締役（社外） 三 浦 勇 一   

（新  職） （氏  名） （現  職） 

執行役員 

姫路製造所長 

兼 同製造所網干工場長 

安 藤 隆 彦 姫路製造所網干工場長 

（新  職） （氏  名） （現  職） 

取締役 

常務執行役員 

生産技術室長 

レスポンシブル・ケア室担当 

エンジニアリングセンター担当 

小 河 義 美 取締役 

執行役員 

生産技術室長 

レスポンシブル・ケア室担当 

エンジニアリングセンター担当 

常務執行役員 

研究統括部長 

新事業企画開発室担当 

知的財産センター担当 

西 村 久 雄 執行役員 

研究統括部長 

新事業企画開発室担当 

知的財産センター担当 

㈱ダイセル(4202)平成25年３月期決算短信

－22－


	サマリー情報ver7.pdf
	バインダ1.pdf
	短信Ａ.pdf
	短信Ｂ.pdf



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


